
芦刈海岸高潮被害(昭和60年台風13号)

国道34号浸水状況(平成2年7月)

  平成２３年６月

CCTV監視状況「H21年7月26日出水」

大規模浸水から生命と財産を守る！！





大規模浸水か生命を守るために

ハード対策では対応出来ない災害から守る為
住民避難の支援等のソフト対策が必要

浸水被害のシミュレーション

シミュレーションから想定される
被害のシナリオ作成

想定される被害から生命を守るために
①情報収集・伝達
②広域応援・緊急輸送路ネットワーク
③連携強化
３分野２７項目の施策を策定

『佐賀平野大規模浸水危機管理計画』

(株)､佐賀ガス(株)

､　唐津海上保安部

『佐賀平野大規模浸水危機管理検討会』協力連携機関

（社）佐賀県エルピーガス協会
佐賀東部水道企業団、（株）ケーブルワン
（株）多久ケーブルメディア

学識者

荒牧軍治（佐賀大学名誉教授）

大串浩一郎（佐賀大学教授）
北川慶子（佐賀大学教授）
渡辺訓甫（佐賀大学名誉教授）

日本放送協会佐賀放送局（オブザーバー）







想定される被害シナリオ（例：嘉瀬川左岸15.0km地点決壊）

【当該ブロックの特性】

【避難所】すべての避難所が浸水で使用できない校区が存在するなど、避難所の多くが浸
水で使用不可となる恐れがある。また、想定決壊付近の避難所では、大きな流体力を受
け、倒壊等の被害の恐れがある。
【電気】床上浸水が多く、停電世帯が多く発生する恐れがある。
【上水道】高層建物が多く、地下機械室の浸水や受水層ポンプ故障により断水する恐れが
ある。
【廃棄物】床上浸水が多く、大量の廃棄物が発生する恐れがある。
【要援護者施設】ケアハウス、老人ホーム、特別養護老人施設において浸水する恐れがあ
る。
【都市ガス】管路途中のガバナー（整圧器）の冠水による作動不良によって家庭へのガス供
給が停止に至る場合がある。
【道路】緊急輸送道路が佐賀市中心部に集中し、そのほとんどで冠水が予想される。また、
はん濫水が引いた後も、浸水によって放置された車両などの影響で渋滞が発生し、道路を
利用した活動に支障をきたす恐れがある。
【死者】約19人（避難率0％の場合）
【孤立者数】約26,500人（避難率0％、１日後の場合）
【通信】浸水深が2ｍ以上となれば、交換所の浸水の恐れがあり、通信サービスの提供に影
響が生じる恐れがある。
【家屋流失】決壊地点から約600mの範囲で居住不可能な家屋被害が出現する。

浸水区域内人口（人） 約 153,800

浸水面積（ha） 約 14,200

床上浸水（世帯数） 約 26,800

床下浸水（世帯数） 約 18,900

約 19 （避難率 0%）

約 18 （避難率10%）

約 12 （避難率40%）

約 4 （避難率80%）

約 26,500 （避難率 0%）

約 23,800 （避難率10%）

約 15,700 （避難率40%）

約 5,000 （避難率80%）

死者数（人）

孤立者数（人）

被害項目



想定される被害シナリオ（例：六角川右岸25.0km地点決壊）

被害項目
約
約
約
約
約 （避難率　0%）
約 （避難率10%）
約 （避難率40%）
約 （避難率80%）
約 （避難率 0%）
約 （避難率10%）

約 （避難率40%）

約 （避難率80%）

900

300

15,000
6,600
1,400

2,700床下浸水（世帯数）

浸水区域内人口（人）

死者数（人）

孤立者数（人）

1
1

1
1

1,400
1,300

浸水面積（ha）
床上浸水（世帯数）

【当該ブロックの特性】

【避難所】すべての避難所が浸水で使用できない校区が存在するなど、
避難所の多くが浸水で使用不可となる恐れがある。また、想定決壊付近
の避難所では、大きな流体力を受け、倒壊等の被害の恐れがある。
【電気】床上浸水が多く、停電世帯が多く発生する恐れがある。
【上水道】高層建物では、地下機械室の浸水や受水層ポンプ故障により
断水する恐れがある。
【廃棄物】床上浸水が多く、大量の廃棄物が発生する恐れがある。
【要援護者施設】ケアハウス、老人ホーム、特別養護老人施設において
浸水する恐れがある。
【LPガス】LPガス容器の流出・ＬＰガス供給設備・消費設備の水没により
使用不能となる恐れがある。
【道路】緊急輸送道路が六角川流域を縦横に走り、部分的ではあるが広
範囲で冠水が予想される。また、はん濫水が引いた後も、浸水によって
放置された車両などの影響で渋滞が発生し、道路を利用した活動に支障
をきたす恐れがある。
【死者】約1人（避難率0％の場合）
【孤立者数】約1,400人（避難率0％、0.5日後の場合）
【通信】浸水深が2ｍ以上となれば、交換所の浸水の恐れがあり、通信
サービスの提供に影響が生じる恐れがある。
【家屋流失】決壊地点から約300mの範囲で居住不可能な家屋被害が出
現する。



想定される被害シナリオ（例：城原川（筑後川水系）右岸5.6km地点決壊）



　佐賀平野の浸水想定区域図
（嘉瀬川・六角川・筑後川・城原川の洪水はん濫）

※各ブロック毎の浸水深重ね合わせ図





高潮のはん濫ブロック

図：高潮はん濫ブロック

○はん濫ブロック
浸水想定の
類型区分

   はん濫
ブロックの範囲

①大詫間海岸
　 はん濫

筑後川と早津江川
と海岸堤防に囲ま
れた区域

②川副海岸
　 はん濫

早津江川と八田江
に囲まれた区域

③東与賀海岸
   はん濫

八田江と嘉瀬川と
海岸に囲まれた区

④芦刈・久保田
　 海岸はん濫

嘉瀬川と牛津川と
海岸堤防に囲まれ
た区域

⑤有明・福富
   海岸はん濫

六角川右岸堤防と
山地と海岸堤防に
囲まれた区域

⑥鹿島・浜
   海岸はん濫

塩田川右岸と海岸
堤防と山地に囲ま
れた区域



想定される被害シナリオ（例：大詫間海岸はん濫）

被害項目
約
約
約
約

死者数（人） 約 （避難率　0%）
約 98 （避難率10%）
約 （避難率40%）
約 （避難率80%）

孤立者数（人） 約 （避難率  0%）
約 4,100 （避難率10%）
約 （避難率40%）

約 （避難率80%）

5,000

1,000

1,500

0

109

65

0

4,500

2,700

900

床下浸水（世帯数）

浸水区域内人口（人）

浸水面積（ha）
床上浸水（世帯数）

【当該ブロックの特性】
【避難所】避難所が浸水で使用不可となる恐れがある。また、想定越水付近の避難所で
は、大きな流体力を受け、倒壊等の被害の恐れがある。
【電気】床上浸水が多く、停電世帯が多く発生する恐れがある。
【上水道】高層建物では、地下機械室の浸水や受水層ポンプ故障により断水する恐れが
ある。
【廃棄物】床上浸水が多く、大量の廃棄物が発生する恐れがある。
【要援護者施設】ケアハウス、老人ホーム、特別養護老人施設において浸水する恐れが
ある。
【LPガス】LPガス容器の流出・ＬＰガス供給設備・消費設備の水没により使用不能となる
恐れがある。
【道路】緊急輸送道路で冠水が予想される。また、はん濫水が引いた後も、浸水によって
放置された車両などの影響で渋滞が発生し、道路を利用した活動に支障をきたす恐れが
ある。
【通信】浸水深が2ｍ以上となれば、交換所の浸水の恐れがあり、通信サービスの提供に
影響が生じる恐れがある。
【家屋流失】越水地点から約600mの範囲で居住不可能な家屋被害が出現する。

浸水想定の凡例



想定される被害シナリオ（例：有明・福富海岸はん濫）

浸水想定の凡例

【当該ブロックの特性】

【避難所】すべての避難所が浸水で使用できない校区が存在するなど、避難所の多くが浸水で使用不
可となる恐れがある。また、想定越水付近の避難所では、大きな流体力を受け、倒壊等の被害の恐
れがある。
【電気】床上浸水が多く、停電世帯が多く発生する恐れがある。
【上水道】高層建物では、地下機械室の浸水や受水層ポンプ故障により断水する恐れがある。
【廃棄物】床上浸水が多く、大量の廃棄物が発生する恐れがある。
【要援護者施設】ケアハウス、老人ホーム、特別養護老人施設において浸水する恐れがある。
【LPガス】LPガス容器の流出・ＬＰガス供給設備・消費設備の水没により使用不能となる恐れがある。
【道路】緊急輸送道路が六角川流域を縦横に走り、部分的ではあるが広範囲で冠水が予想される。ま
た、はん濫水が引いた後も、浸水によって放置された車両などの影響で渋滞が発生し、道路を利用し
た活動に支障をきたす恐れがある。
【死者】約0人（避難率0％の場合）
【孤立者数】約9,200人（避難率0％、1日後の場合）
【通信】浸水深が2ｍ以上となれば、交換所の浸水の恐れがあり、通信サービスの提供に影響が生じ
る恐れがある。
【家屋流失】越水地点から約600mの範囲で居住不可能な家屋被害が出現する。



台風の降雨による浸水や高潮により堤防から水が
溢れた場合に想定される浸水範囲

８福祉・医療・
教育

２衛生処理
・水害廃棄物
・防疫

３輸送
・鉄道
・道路

9居住

４安全・防犯
・警察署
・消防署

５情報通信

６避難所

７防災・水防

１．供給
・電気
・ガス
・上水道

　この図の避難の方向は、各ブロックの代表的な地点
から、洪水区域外に最短のコースで避難するための大
まかな方向を示したものである。
　ただし、風雨により危険となる前に避難を完了する
ように心掛ける。避難行動が遅れてしまった場合には、
周囲の状況を確認して、避難が可能であると判断した
場合には、この図を活用して安全を確保して避難する。
　避難行動が危険だと判断した場合には、無理せずに
垂直避難する（建物の上階へ避難する）。
　市町から避難勧告・避難指示等が出された場合には、
速やかに避難して下さい。

※各ブロック毎の浸水深重ね合わせ図

 



多久西PA

学識者





国 県 市町 民間

1 ○ ○   

2 ○ ○ ○ ○

3 ○ ○  

4 ○ ○  

5 ○ ○  

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○  

9 ○  

10 ○ ○ ○

11 ○

参加連携機関

ヘリテレによる画像の生中継

CCTV画像による冠水及び洪水状況の把握

民間からの情報提供

リエゾン制度

高速道路等における道路情報の提供

河川・高潮・道路・防災情報表示装置の設置

気候変化のモニタリング

番号 項目

ラジオによる情報伝達

防災情報総合掲示板の活用

ケーブルテレビ放送を活用した河川・高潮防災情報提供

地上デジタルテレビ放送を活用した河川・高潮防災情報提供

国 県 市町 民間

1 ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

参加連携機関
番号 項目

河川管理用通路の確保

防災ステーション、防災拠点の活用

SA、PAでの接続ポイント

地域高規格道路等の河川堤防の接続

通行可能道路の把握

国 県 市町 民間

1 ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○

5 ○ ○   

6 ○ ○

7 ○ ○

8 ○ ○ ○ ○

9 ○  

10 ○

11 ○

参加連携機関
番号 項目

災害時要援護者の避難支援の検証

マスコミとの勉強会の実施

避難・救助に関する計画の検証

避難勧告等の判断・伝達マニュアルの検証

危機管理対策訓練の実施

避難所整備ガイドラインによる避難所整備の促進・普及

避難所の位置及び構造の評価

防災まちづくり

実務者連絡会及び幹事会の運営

佐賀県水難救済会保有の救助資機材の利用

避難所運営マニュアルの検証
○
○

○

○

○

○
○

関係機関で連携して３分野２７項目の施策について取り組んでいきます。

より良い計画にするために

計画（Plan）
　佐賀平野大規模浸水危機
　管理計画

実施・実行（Do）
　マイ防災マップを活用した住民
　避難訓練、DIG訓練、ﾛｰﾙﾌﾟﾚｲﾝ
　ｸﾞ訓練を含む市町への支援

点検・評価（Check）
　既存計画の評価・検証
　２７施策の進捗確認等

処置・改善（Action）
　新たな施策の抽出等

　地域防災計画
　   への支援

★防災情報はこちらまで
http://202.61.25.130/bousai/portal/
beta/index.html




